
[調査会 NEWS 732](20.12.31)

■水中スクーター

　北朝鮮の工作員が上陸浸透に使うための水中スクーターは現在 3 台が発見さ

れています。（１）福井県美浜町の海岸で平成 2 年 10 月に発見されたもの、
（２）富山県黒部川河口で平成 13 年 3 月に発見されたもの、そして（３）同
じ平成 13年の 12月に奄美沖でのいわゆる「九州南西海域における工作船事件」

で沈没した工作船に搭載されていたものです。

　ここではご参考まで、（１）と（２）についての資料を掲載します。見てい

ただければ分かるようにほとんど同型のものです。詳しい資料がありませんが

（３）も同様です。

　ちなみに、（１）は福井県警、（２）は富山県警が保管しており、（３）は引

き上げられた工作船とともに、海上保安資料館横浜館に展示されています。調

査会の展示で度々お見せしているのは（３）のレプリカ（1 分の 1 模型）で、

一昨年の北朝鮮人権週間イベントで借りようとしたところ、海上保安庁の許可

が下りなかったため、調査会の曽田理事が一人で材料を調達し、溶接して作っ

てしまったものです（モーターを積めば北朝鮮に乗り込める、かどうかは分か

りません）。

　たまたま見つかったのがこれだけですから、おそらく日本の海岸線周辺を掘

り返せば山ほど見つかるでしょう。年末年始の休みでお時間のある方はやって

みたらいかがでしょうか。なお、これを使って上陸した工作員が物見遊山をし

て北朝鮮に帰った訳でないことは言うまでもありません。

（1）福井県美浜海岸で発見された水中スクーター

平成 2（1990）年 10 月に福井県美浜町の松原海岸に工作子船などが漂着した、
いわゆる「美浜事件」の折、付近の松林から発見されたもの。



塗色：緑色

塗料：アルキッド系樹脂塗料

材質：アルミニウム合金製

全長：150センチ
直径：27センチ
重量：69キロ

スクリュー：アルミニウム合金製・丸形プロペラ 3 枚・プロペラ直径 26 セン
チ

スイッチ：1個　外国製トグルスイッチ　起動及び変速用

モーター：水冷式（海水を利用）　　「直発」を意味するハングル刻印の他、

「430」「２７．５V 36A」の刻印。
Oリング：アクリロニトルリブダジェンゴム 2本、直径 27センチ

バッテリー：陽極に銀、陰極に亜鉛、電解液に水酸化カリウムを用いた「酸化

銀電池」と呼ばれるアルカリ蓄電池　縦 6．6センチ×横 9．8センチ×高さ 13
センチ 8個×2列＝16個　製造刻印１９88 1989 1990

（2）富山県黒部川河口で発見された水中スクーター

平成 13（２００1）年 3 月 29 日に通報。周辺の植生状況から判断して平成 10
（1998）年 11 月下旬頃から１１（1999）年 4 月頃までの間に埋められたとみ
られている。

塗色：緑色

塗料：アルキッド系樹脂塗料

材質：アルミニウム合金製

全長：160センチ
直径：27センチ

重量：78キロ
スクリュー：アルミニウム合金製・三角プロペラ 3 枚・プロペラ直径 26 セン
チ

スイッチ：2個　日本製トグルスイッチ　起動及び変速用
モーター：空冷式　「直発」を意味するハングル刻印の他、「430」「２７．５



V　36A」の刻印。赤色ハングルで「危険」と表示
Oリング：アクリロニトルリブダジェンゴム 2本、直径 27センチ
バッテリー：陽極に銀、陰極に亜鉛、電解液に水酸化カリウムを用いた「酸化

銀電池」と呼ばれるアルカリ蓄電池　縦 6．7センチ×横 9．9センチ×高さ 13．
5センチ 9個×2列＝18個　製造刻印１９９６

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）

●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）

★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す
る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県
民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm

●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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特定失踪者問題調査会ニュース

---------------------------------------------------------



〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8　第 6松屋ビル 401
Tel 03-5684-5058　Fax 03-5684-5059
email: chosakai@circus.ocn.ne.jp

調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp
戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp
発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は

kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）
●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会

銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752
口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願

います）
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[調査会 NEWS 731](20.12.30)

■メールニュースの送信先について

　このニュースが届いている方には基本的に関係ないのですが、現在ニュース

送信先で届いていない宛先（アドレス自体が使われていなかったり、こちらの

入力間違いなど）については整理しています。もし周囲の方で「調査会ニュー

スが最近届かなくなった」等のお話しを聞かれましたらご連絡いただければ幸

いです。

　調査会ニュースはお名前とご住所・お電話番号等をお知らせいただければど

なたにでも（朝鮮総聯の議長でも、金正男氏でも）お送りします。ご連絡は代

表荒木のアドレス宛にメールをお送り下さい（kumoha351@nifty.com）。なお、
お名前などのデータを明らかにしたくない方は調査会のホームページでバック

ナンバーをご覧になれますが、時間的には若干（時には大幅に）遅れての掲載

になります。



■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）

●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）

★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す
る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県
民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm

●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp
戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp



発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は
kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）
●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会
銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752
口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願
います）
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[調査会 NEWS 730](20.12.29)

■なぜ北朝鮮は拉致をしたのか

荒木和博

　「そもそも、なんで北朝鮮は拉致をしたのですか」

　どこに行っても聞かれる質問です。私は「北朝鮮にとって拉致をするのが『通

常』であり、拉致をしないことの方が不自然だった」と答えています。

　もちろん、それぞれの拉致には「侵入した証明」や「侵入するときに遭遇し

てしまった」という理由も含め、それぞれの理由があることは事実です。私た

ちが「マッピングリスト」として発表しているものもその一つです（昨日付で

産経新聞のWebニュースの以下のアドレスにも記事が掲載されています）。

http://sankei.jp.msn.com/world/korea/081228/kor0812282116004-n1.htm

　しかし、これらを突き詰めていくと、逆に「初めに拉致ありき」といった発

想がみえてきます。北朝鮮側は拉致に対抗（？）しようと日本が戦前強制連行

をしたとか何とか言いますが、拉致をしているのは日本人だけではなく、救う



会の調べでは現時点で合計 12カ国の人を拉致していることが分かっています。
別にタイやルーマニアが朝鮮人の強制連行を行った訳ではなく、したがって歴

史的な問題は単なる言い逃れに過ぎません。

　また、北朝鮮は帰国した在日朝鮮人やその日本人家族を、帰国前の約束を破

り返しませんでした。これも拉致に近い行為です。韓国人の場合は朝鮮戦争中(開

戦から休戦までの 3 年間）に 8 万 3000 人を超える拉致被害者の氏名が確認さ
れており、その発想は「足りなければ持ってくれば良い」という、極めて安直

なものです。自力でものを作ろうとせず、何でも外から持ってきたり、連れて

きて作らせようとするのは今も変わっていません。

　そこから、何が考えられるかと言えば、直近でも拉致は考えられるし、今後

もやるだろうということです。「拉致問題は、すでに事件は終わっており、今

やることは向こうに捕らわれている人を救い出すこと」という考え方は転換す

べきだと思います。

　しかしまだこの点は実感として掴めない方が多く、調査会としては今後もで

きるだけ情報を積極的に明らかにしていきます。機会がありましたらこれまで

の記者会見等もご覧いただければ幸いです（下記の(株)ネットライブのホーム
ページでご覧になれます）

http://www.netlive.ne.jp

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民

集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）
●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）



★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す
る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県

民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm

●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8　第 6松屋ビル 401
Tel 03-5684-5058　Fax 03-5684-5059
email: chosakai@circus.ocn.ne.jp

調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp

戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp
発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は
kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）

●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会
銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752

口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願
います）
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[調査会 NEWS 729](20.12.28)

■拉致問題と北朝鮮人権問題

荒木和博

　14 日に開催された 6 団体合同行事に参加された何人かの方から、「これまで
拉致問題だけに関心を持ってきたが、政治犯収容所や脱北者の問題も大事であ

ることが理解できた」とのお言葉をいただきました。主催者の一人として、本

当に嬉しく思います。　もちろん独りよがりになってはいけないのですが。

　何度も同じようなことを書いていますが、「拉致問題という重大な人権侵害

を受けている日本だからこそ、北朝鮮の人権問題は誰よりも実感できる。苦し

んでいる北朝鮮の人々も救うために先頭に立つから協力してもらいたい」とい

うのが国際的には最も理解しやすい呼びかけ方だと思います。その意味では拉

致問題を進展させるためにも私たちは拉致、特に日本人拉致問題だけを語るべ

きではないでしょう。

　また、日本人拉致問題だけでいけば、当然「取引」ということが出てきます。

私はそれも一つのアプローチだと思います。制裁だけで後はただじっと待って

いるというのは改めるべきと思いますが、懸念されるのは取引でやることによ

って数人が帰り、それ以外は蓋をされてしまうことです。実際年末年始の休み

を隠れ蓑にして何かが動くのではないかという噂もないわけではありません。

ですから、拉致問題の解決のためには同時に北朝鮮人権問題全体への取り組み

が欠かせないのです。

　いつもこのように説明をしているのですが、考えてみれば北朝鮮の人権問題

というのはもっと単純な話でもあるのです。それは「目の前の国で苦しんでい

る人がいるのだから、日本が助ける」ということです。

　例が飛躍するかも知れませんが、ソマリア沖の海賊対策で護衛艦を出さない

とか、出しても集団的自衛権の制約で他の国の船がやられていても手助けでき



ないなどというのは、どう考えても日本人として恥ずかしい、卑怯なことでは

ないのでしょうか。法律解釈で自縄自縛になっているより、「当然のことだか

ら」と言ってやった方が余程良い結果が出ます。そもそも霞ヶ関周辺で働いて

いる官僚の皆さんは、政治が行った決断に後から理屈をつけるのも仕事のうち

でしょう。

　最後に拉致に戻ります。政治がなすべきは、拉致問題で言えば拉致被害者を

「救出」することです。来年こそは単純に、分かりやすくいきましょう。

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）

●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）

★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す
る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県
民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm

●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8　第 6松屋ビル 401
Tel 03-5684-5058　Fax 03-5684-5059
email: chosakai@circus.ocn.ne.jp

調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp
戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp
発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は

kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）
●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会

銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752
口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願

います）
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[調査会 NEWS 728](20.12.25)

■拉致対策本部から特定失踪者家族へ直接の連絡

荒木和博

　すでにニュースでも流れていますが、政府の拉致問題対策本部から特定失踪

者家族への文書が直接送られるようになりました。これまでは調査会が毎月ご

家族宛にお送りしているニュースでお知らせしていましたが、量的にも限りが

あり、また対策本部としても特定失踪者の状況についてしっかりと把握してい

きたいとの意向ですので、前進ととらえて調査会としても協力して参ります。



　古川了子さんの拉致認定を求める行政訴訟の当時は政府がこのような施策を

とることは想像もできませんでしたが、今後さらに未認定者への取り組みを強

めてもらいたいと期待する次第です。いうまでもなくもっとも行ってもらいた

いのは情報収集ですが、調査会としてもさらに政府に求めて参ります。

　また、現在の対策本部の活動は基本的に拉致問題のみを管轄しているわけで、

帰国者・脱北者及び強制収容所の問題などは担当ではないのですが、それらの

問題には事実上窓口がないというのが現実です。日本が北朝鮮人権問題で先頭

に立つことは我が国の国際的地位の向上はもちろん、拉致問題における情報収

集や国際的な協力を強めるためにも極めて重要であり、今後は政府に対して窓

口の明確化も求めていくことになると思います。

　なお、調査会の政府に対するスタンス自体は変わるものではなく、これまで

通り「建設的緊張関係」を維持して参ります。逆に、そうは言っても難しいで

しょうが、政府の方からも調査会の活動の中で批判すべきことがあれば批判し

てもらいたいと思っています。

　今後、「救出」という方向性は一つにしながら（政府も「帰国」を「救出」

へと変えてもらわなければなりません）、アプローチはその立場によって様々

な形がとられるべきと思います。私たちも批判は批判として受け入れながら、

主張をし行動していきたいと思います。

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）
●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）

★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す



る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県

民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm

●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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[調査会 NEWS 727](20.12.18)

昨日１７日の記者会見で以下の通り発表しました。

■特定失踪者 1000番台リスト（第 16次）

今津淳子さんを 0 番台リスト（拉致の可能性が排除できない失踪）から１００
０番台リスト（拉致の可能性が高い失踪）に切り替えました。

今津　淳子（いまづ　じゅんこ）さん

生年月日：昭和 32年 5月 28日

失踪年月日：昭和 60年 4月 30日

当時の年齢：27歳

性別：女

失踪場所：埼玉県深谷市

当時の身分：保母

失踪状況

　大分県南海部郡上浦町（現佐伯市）出身。当日休暇をとって大宮の運転試験

場へバイクの免許を取りに行った。同日 19 時頃寮の同僚に「これから 13 分の

バスで帰る。何か買い物はないか」と電話連絡したまま消息不明。同日 21 時
頃最寄りのバス停と寮の間の民家の人がいぬが激しく鳴くのを聞く。翌朝その

人が畑の中に今津さんの両方の靴があるのを発見した。警察は公開捜査を行っ

たが目撃証言もなく安否につながる情報もない。家出するような動機もない。

「北朝鮮にいる」との未確認情報がある。



■「しおかぜ」年末年始特別番組編成について

　北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12月 10日から 16日）の間、河村建夫官房長

官を始めとして、元ＣＩＡアーサー・ブラウン氏、また日頃から北朝鮮人権問

題でご活躍の各界の皆様方より、貴重なメッセージを頂くことが出来ました。

これらのメッセージは「北朝鮮人権問題啓発週間特別番組」として３番組（予

定）に分け、年末年始の期間、数回に渡りリピート放送を行います。収録にご

協力頂いた皆様に感謝申し上げます。週間中にメッセージを収録させていただ

いたのは次の方々です（敬称略）。

河村建夫（官房長官）・伊藤信太郎（外務副大臣）・衛藤晟一（自民党参議院議

員）・中井　洽（民主党衆議院議員）・松原　仁（民主党衆議院議員）・白　眞

勲（民主党参議院議員・日本語、朝鮮語）・飯塚繁雄（家族会代表）・有本嘉代

子（家族会）平野フミ子（家族会）・小林七郎（特定失踪者家族）・西岡　力（救

う会会長代行・日本語、朝鮮語）・島田洋一（救う会副会長）・平田隆太郎（救

う会事務局長）・三浦小太郎（守る会代表）・宋　允復（ノーフェンス・守る会

事務局長・日本語、朝鮮語）・加藤　博（北朝鮮難民救援基金事務局長）・ケイ

ト・ニールセン（北朝鮮難民救援基金国際担当理事・英語）・アーサー・ブラ

ウン（元ＣＩＡ東アジア部長・英語）・恵谷　治（ジャーナリスト）・萩原　遼

（ジャーナリスト・日本語、朝鮮語）・洪ヒョン　（早稲田大学客員研究員・

朝鮮語）・鄭　大均（首都大学東京教授）・稲川和男（映像教育研究会代表）・

予備役ブルーリボンの会・チェロ演奏（江原望・鳥の歌）

●しおかぜのこの一年

１月　　　　中国からの受信報告増加（吉林省、山東省、安徽省、甘粛省など）

２月１４日　平壌（羊角島ホテル）にて良好に受信確認

２月２１日　朝鮮の声による調査会への反論批判「無駄なことは止めるべき」

３月　３日　ＢＢＣがしおかぜを報道

３月２６日　妨害電波対策「猫の目作戦」発表、新周波数へ変更

４月　４日　妨害電波発射確認（９日目）

４月　８日　周波数変更、猫の目作戦開始

４月１５日　妨害電波発射確認（６日目）



４月１８日　さらに周波数変更

４月２３日　妨害電波発射確認（５日目）

５月２８日　韓国（江華、議政府）にて良好に受信確認

６月１１日　石原都知事メッセージ収録

６月１２日　周波数変更

６月１５日　都知事メッセージオンエア

６月１９日　妨害電波発射確認（４日目）

６月２７日　都知事妨害電波について会見でコメント

　　　　　　「妨害を講じるってことは、彼らのやったことを自分で証明して

　　　　　　いることになるんじゃないでしょうか」

８月　３日　「９割の市民がしおかぜを聴いている」産経新聞

８月２５日　「外国のラジオ放送を聴取する北の幹部が増加」デイリーＮＫ

８月２９日　周波数変更、９月２日妨害発射確認（３日目）

１０月３０日　しおかぜ３年目

１１月　１日　資金難による放送時間短縮問題報道

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★12 月 21 日（日）１３：３０　拉致被害者に心を寄せるコンサート・シンポ
ジウム（拉致被害者に心を寄せるシンポジウム実行委員会主催）

●鳥取県民ふれあい会館（鳥取駅から徒歩 3分）
●常務理事岡田が参加

●問い合わせ　0857-82-3645（伊吹さん）

★12月 21日（日）１４：００　講演集会イン富山（同会実行委員会主催）
●サンシップ富山（市電県庁前下車 2分　０７６‐４３２‐６１４１）

●代表荒木が参加

●お問い合せ０７６‐４９２‐７７８８

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）



●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）
●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）

★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す
る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県
民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm

●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は
kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）

●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。
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銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752
口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願

いま

す）

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM

MMMMMMMMMMMMMMM

[調査会 NEWS 726](20.12.16)

■6団体共同集会の御礼

荒木和博

　12 月 14 日に明治大学で開催した 6 団体共同集会につきましては多数の方が
ご参加下さり、成功裏に終えることができました。ご協力いただいた皆様に主

催者の一人として心より御礼申し上げます。

　今回のことをきっかけにさらに各団体が連携を深めて共通の目標を目指して

努力して参ります。今後ともご支援よろしくお願い致します。

　なお、最後のセッションの宋允復・守る会及び NO　FENCE 事務局長の「外
国では日本は拉致しかやらないように思われている。十分に理解していない人

が少なくないのでもっとしっかりと知らせていくべきではないか」という趣旨

の発言は、自分としても非常に頷けるものでした。

　北朝鮮は言うまでもなく「日本は拉致問題を取り上げるが、自分たちも戦前

多数の朝鮮人を強制連行しているではないか」と言い続けています。拉致はで

っち上げと言えなくなった今ではなおのことそれを強調します。そして、最近

ではヒル国務次官補も同様のことを言ったとか。今後 6 者協議の他の参加国で
も日本が拉致問題を取り上げるのを押さえようとすればこの論理を使ってくる



でしょう。

　そのときに、「これはこういう事実があって北朝鮮の主張は嘘である」とい

う反論も必要ですが、いくらでも嘘はつけるのですから、延々とそれに対する

反論をやっていればモグラたたきのようになってしまってこちらが消耗するだ

けです。

　これを乗り越えるのは「日本は単に自国民を助けようとするだけではなく、

普遍的人権問題に積極的に取り組むのである」という姿勢を国際的にアピール

することだと思います。その意味で政治犯収容所の問題や脱北者の問題に日本

人の関心が高まることは、回り回って拉致問題の解決に大きな効果を挙げるも

のと思います。

　さらにこの活動を続けていくことは拉致被害者に関わる情報を収集すること

にもつながり、もちろん北朝鮮の体制を弱め、民主化にもっていくことによっ

て拉致被害者救出への糸口を作っていくことができます。「日本は拉致問題ば

かり出して北朝鮮を敵視する」というのは日本の中の数少ない親北分子の常套

句ですが、「いや、北朝鮮の民衆も救う視点からもこの活動が必要なのだ。お

前は北朝鮮の人々を苦しめている金正日独裁体制を擁護するのか」と言うこと

ができます。北朝鮮に対しても逃げ道を塞ぐことになるでしょう。

　保守系の人の中には拉致問題に熱心な余り、北朝鮮の人すべてが拉致の犯人

であるかのような物言いをしたり、収容所や脱北者の問題には一切関わらない

という人がいますが、それこそ「八紘一宇」の精神にもとるものではないでし

ょうか。もちろん、主権侵害という意味で言えば拉致は特別な問題です。しか

し、それは本来日本がその国力をもって取り返すべきことであり、人権問題と

いう観点から考えたとき、拉致だけをやるというのは芥川龍之介の「蜘蛛の糸」

のようになりかねません。

　思想の如何を問わず、そこに苦しんでいる人がいれば助けるべきであり、そ

の行動があってこそ他国の国民も日本を信頼し、協力しようとするのではない

かと思います。今後も私たちは北朝鮮の人権問題の改善のための活動を続けて



参ります。ご理解とご協力をお願い申し上げます。

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★12 月 21 日（日）１３：３０　拉致被害者に心を寄せるコンサート・シンポ

ジウム（拉致被害者に心を寄せるシンポジウム実行委員会主催）

●鳥取県民ふれあい会館（鳥取駅から徒歩 3分）
●常務理事岡田が参加

●問い合わせ　0857-82-3645（伊吹さん）

★12月 21日（日）１４：００　講演集会イン富山（同会実行委員会主催）

●サンシップ富山（市電県庁前下車 2分　０７６－ ４３２－ ６１４１）
●代表荒木が参加

●お問い合せ０７６－ ４９２－ ７７８８

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）
●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）

★2 月１５日（日）14:00　「特定失踪者寺島佐津子さんの失踪の真相を究明す
る集い」（救う会神奈川主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★3 月 28 日（土）１３：００「北朝鮮による拉致・人権問題を考える神奈川県
民集会」

●横浜情報文化センター　情文ホール（みなとみらい線「日本大通り駅」　情

文センター口 ０分）
http://www.idec.or.jp/shisetsu/s6-jouhou.php4?f=jouhou/6-map.htm



●代表荒木が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com
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特定失踪者問題調査会ニュース

---------------------------------------------------------

〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8　第 6松屋ビル 401
Tel 03-5684-5058　Fax 03-5684-5059
email: chosakai@circus.ocn.ne.jp

調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp

戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp
発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は
kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）

●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会
銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752

口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願
いま

す）

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM
MMMMMMMMMMMMMMM

[調査会 NEWS 725](20.12.7)

■定例記者会見

報道関係各位



　調査会の 12 月の定例記者会見は下記の通り行います。報道関係の皆様には
年末ご多忙な中申し訳ありませんがご対応賜りますようお願い申し上げます。

日時　12月 17日（水）１４：００~

場所　第 6松屋ビル３F（調査会事務所の下）

内容　1000番台リスト発表（若干名）
　　　　　　　　その他

■参考情報

（既報ですが、再度お送りしておきます）

　12 月 14 日に東京の明治大学で開催される「北朝鮮全体主義国家の実状を訴
える６団体共同集会　アジア人権人道学会設立準備期成会」は既にお知らせし

ているとおり多様な展示・映像・発表などが行われます。ぜひご参加下さい下

記が同行事のブログです。

http://d.hatena.ne.jp/asiajj/

それ以外の都内で行われる主な集会は次の通りです。

◎7日　東京都・都議会拉致議連・家族会・救う会・調査会主催シンポジウム

あわせて 7 日から 13 日まで都庁では写真パネル展がおこなわれます。詳しく
は 東 京 都 ホ ー ム ペ ー ジ （ http:
//www.metro.tokyo.jp/INET/EVENT/2008/11/21ibs100.htm）をご参照下さい。

◎7日　NO　FENCE　主催「北朝鮮強制収容所廃絶　東京国際会議」

詳しくは NO　FENCE　ホームページ（http://nofence.netlive.ne.jp）をご参照下
さい。



◎12日　救う会・家族会・拉致議連の共催で国際シンポジウムが行われます。

詳しくは救う会ホームページ（http://www.sukuukai.jp）をご参照下さい。

◎13日　政府主催「拉致問題を考えるみんなの集い」（募集締め切り）

■ソウルでも北朝鮮人権週間行事

　韓国では市民団体が中心になって北朝鮮人権週間を設定（12 月 8 日から 14

日）し、ソウルなどで行事が行われます。韓国語が読める方は下記の「拉致・

脱北　市民連帯」（都希侖　-ドヒユン-代表）ホームページをご参照下さい。12
月 10 日にソウルの外信記者クラブでセミナー、8 日から 14 日まで清渓川広場

ギャラリーで写真等の展示を行います。調査会でも写真提供等協力しており、

日本人拉致被害者に関する写真も映像で展示されます。

http://www.chnk21.org/kimsboard7/

　また、日本大使館でも 12 月 17 日１６：３０からソウル市内の日本大使館広

報文化院で映画「めぐみ」の上映と懇談会を行います。お問い合せは韓国大使

館（ソウル０２－ ７３４－ ５３５９）まで。

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★12 月 7 日（日）14:00　「拉致被害者と家族の人権を考える市民集会」（同会
実行委員会主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★12 月 21 日（日）１３：３０　拉致被害者に心を寄せるコンサート・シンポ
ジウム（拉致被害者に心を寄せるシンポジウム実行委員会主催）



●鳥取県民ふれあい会館（鳥取駅から徒歩 3分）
●常務理事岡田が参加

●問い合わせ　0857-82-3645（伊吹さん）

★12月 21日（日）１４：００　講演集会イン富山（同会実行委員会主催）
●サンシップ富山（市電県庁前下車 2分　０７６－ ４３２－ ６１４１）

●代表荒木が参加

●お問い合せ０７６－ ４９２－ ７７８８

★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）

●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）
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特定失踪者問題調査会ニュース

---------------------------------------------------------

〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8　第 6松屋ビル 401
Tel 03-5684-5058　Fax 03-5684-5059
email: chosakai@circus.ocn.ne.jp

調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp
戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp
発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は

kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）
●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会

銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752
口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願

いま

す）
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[調査会 NEWS 724](20.12.5)

■6団体合同行事について

　12 月 14 日に東京の明治大学で開催される「北朝鮮全体主義国家の実状を訴
える６団体共同集会　アジア人権人道学会設立準備期成会」は既にお知らせし

ているとおり多様な展示・映像・発表などが行われます。ぜひご参加下さい（映

画は「クロッシング」が「めぐみ」に変更になりました）。下記が同行事のブ

ログです。

http://d.hatena.ne.jp/asiajj/

それ以外の都内で行われる主な集会は次の通りです。

◎7日　東京都・都議会拉致議連・家族会・救う会・調査会主催シンポジウム

あわせて 7 日から 13 日まで都庁では写真パネル展がおこなわれます。詳しく
は 東 京 都 ホ ー ム ペ ー ジ （ http:

//www.metro.tokyo.jp/INET/EVENT/2008/11/21ibs100.htm）をご参照下さい。

◎7日　NO　FENCE　主催「北朝鮮強制収容所廃絶　東京国際会議」

詳しくは NO　FENCE　ホームページ（http://nofence.netlive.ne.jp）をご参照下
さい。

◎12日　救う会・家族会・拉致議連の共催で国際シンポジウムが行われます。

詳しくは救う会ホームページ（http://www.sukuukai.jp）をご参照下さい。



◎13日　政府主催「拉致問題を考えるみんなの集い」（募集締め切り）

■ソウルでも北朝鮮人権週間行事

　韓国では市民団体が中心になって北朝鮮人権週間を設定（12 月 8 日から 14
日）し、ソウルなどで行事が行われます。韓国語が読める方は下記の「拉致・

脱北　市民連帯」（都希侖　-ドヒユン-代表）ホームページをご参照下さい。12
月 10 日にソウルの外信記者クラブでセミナー、8 日から 14 日まで清渓川広場
ギャラリーで写真等の展示を行います。調査会でも写真提供等協力しており、

日本人拉致被害者に関する写真も映像で展示されます。

http://www.chnk21.org/kimsboard7/

　また、日本大使館でも 12 月 17 日１６：３０からソウル市内の日本大使館広
報文化院で映画「めぐみ」の上映と懇談会を行います。お問い合せは韓国大使

館（ソウル０２－ ７３４－ ５３５９）まで。

■調査会役員の参加する講演会等の予定（公開の拉致問題に関するイベントの

み）

★12 月 7 日（日）14:00　「拉致被害者と家族の人権を考える市民集会」（同会

実行委員会主催）

●藤沢産業センター（ＪＲ藤沢駅北口より徒歩５分・藤沢郵便局隣り）

●常務理事杉野が参加

●問い合わせ：０９０（９８１６）２１８７又は　sukukaikanagawa@hotmail.com

★12 月 21 日（日）１３：３０　拉致被害者に心を寄せるコンサート・シンポ

ジウム（拉致被害者に心を寄せるシンポジウム実行委員会主催）

●鳥取県民ふれあい会館（鳥取駅から徒歩 3分）
●常務理事岡田が参加

●問い合わせ　0857-82-3645（伊吹さん）



★平成 21 年 1 月 18 日(日）14:00　北朝鮮による人権侵害について考える県民
集会（

救う会徳島主催）

●阿南市文化会館夢ホール（阿南市富岡町西池田 135-1）
●代表荒木が参加

●問い合わせ 090-5141-1995（救う会徳島事務局）
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特定失踪者問題調査会ニュース

---------------------------------------------------------

〒112-0004 東京都文京区後楽 2-3-8　第 6松屋ビル 401
Tel 03-5684-5058　Fax 03-5684-5059

email: chosakai@circus.ocn.ne.jp

調査会ホームぺージ: http://www.chosa-kai.jp
戦略情報研究所ホームページ: http://www.senryaku-jouhou.jp

発行責任者　荒木和博 （送信を希望されない方、宛先の変更は
kumoha351@nifty.com 宛メールをお送り下さい）
●資金カンパのご協力をよろしくお願いします。

郵便振替口座　00160-9-583587　　口座名義：特定失踪者問題調査会
銀行口座　三菱東京ＵＦＪ銀行　鷹の台出張所　普通　3810752
口座名義：特定失踪者問題調査会　専務理事　真鍋貞樹

（銀行口座をご利用で領収書のご入用な場合はメールないし FAXにてご連絡願
いま

す）
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